
保健だより 
 ２学期が始まり、数日間がたちました。少しずつ学校生活のリズムを取り戻してき

ましたか？朝晩は涼しくなってきましたが、日中は気温が高くなる日もあり、体調管

理に気を配る必要があります。９月は各種検定や新人大会、文化祭・体育祭などの学

校行事もあり、忙しくなる時期です。元気に過ごせるよう規則正しい生活リズムをこ

ころがけましょう。体調が悪い時は無理をせず、休息をとることも必要です。 

油断せず熱中症予防、そして感染防止対策を継続していきましょう。 

 

 

 
 

マスクの素材のはなし 

マスクの素材によって、ウイルスの拡散量や吸い込み量に違いが生まれます。 

 まず、マスクの素材ですが、一般的なマスクでは、不織布マスクが最も高い効果があります。次

に布マスク、その次にウレタンマスクの順に効果があります。人の顔の形は千差万別ですので、同

じ素材のマスクでも、自分の顔にぴったりとフィットしているマスクを選ぶことが重要です。また、

マスクのフィルターの性能や布の厚さなどによっても効果が違ってきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスクの効果のはなし 

 マスクは、ウイルス拡散を防ぐ効果や、ウイルスの吸入量を減少させる効果の両方があります。

「自分も相手もマスクを着用することで、ウイルスの拡散や吸入量を 7 割以上抑えることができる」とい

う研究結果があります。ひとりひとりが正しくマスクを着用することが大切です。特に、昼食後に

話しをする時は、マスクの着用を忘れないようにしましょう。 
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マスクが顔にフィットしているか 

チェックしましょう！時々、マスク

から鼻が出ている人、あごにマス

クをかけている人を見かけます。

暑くて息苦しい時は、人との距離

を２ｍ以上とってから、マスクを 

はずすようにしましょう。 
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